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本会主催行事
会 合 名

主 催
開催日・会場・その他 申込・問合せ先

ロボティクスシンポジア

ロボティクスシンポジア運営委員会，日本ロ
ボット学会，日本機械学会，計測自動制御学会

1999 年 3 月 30 日（火）・31 日（水）
ホテルニュー水戸屋
（仙台市太白区秋保湯本字薬師 102）

東北大学大学院工学研究科機械知能工学専攻
小菅一弘

〒 980―8579 仙台市青葉区荒巻字青葉
TEL. ／FAX. 022―217―6914
E ― mail : kosuge @ irs . mech .
tohoku.ac.jp

本会協賛行事
会 合 名

主 催
開催日・会場・その他 申込・問合せ先

第 3回知能メカトロニクスワークショップ

精密工学会

1998 年 8 月 6 日（木）・7日（金）
和歌山大学システム工学部
（和歌山市栄谷 930）

和歌山大学システム工学部 森本吉春
〒 640―8510 和歌山市栄谷 930

TEL. 0734―57―8170
FAX. 0734―57―8171

重点領域研究 知能ロボット 公開シンポジ
ウム

文部省科学研究費重点領域研究 「感覚と行
動の統合による機械知能の発現機能に関する
研究」総括班

1998 年 9 月 21 日（月）
北海道大学学術交流会館
（札幌市北区北 8条西 5丁目）

東京大学先端科学技術研究センター
生命知能システム 佐藤知正

〒 153―0041 東京都目黒区駒場 4―6―1
TEL. 03―3481―4479
FAX. 03―3481―4584

’98 実習マイクロマシニングとマイクロセン
サ基礎講座

センシング技術応用研究会

1998 年 10 月 12 日（月）～16 日（金）
大阪府立産業技術総合研究所 本館研修室
（〒 594―1157 和泉市あゆみ野 2―7―1，
TEL. 0725―51―2527，FAX. 0725―53―3148）

センシング技術応用研究会
〒 594―1157 和泉市あゆみ野 2―7―1

大阪府立産業技術総合研究所内
TEL. 0725―51―2527
FAX. 0725―53―3148
E―mail : sakitaniguti@tri . pref .
osaka.jp

第 2 回 IEEE信頼性東京チャプター特別講演
会

IEEE信頼性東京チャプター

1998 年 10 月 20 日（火）～23 日（金）
東京会場―東京商船大学越中島会館セミナー

室
（江東区越中島 2―1―6）
京都会場―京都大学工学部航空宇宙工学教室
（京都市左京区吉田本町）

京都大学大学院工学研究科
航空宇宙工学専攻 井上紘一

E―mail : inoue@vib.kuaero.kyoto―u.ac.jp
または，東京商船大学交通電子制御工学講座

佐藤吉信
TEL. ／FAX. 03―5245―7421

シンポジウム「生産・加工システムと最適
化」―溶接工程を考えに入れたCAD／CAM
システムを目指して―

溶接学会

1998 年 11 月 5 日（木）・6日（金）
慶應義塾大学三田キャンパス 北新館ホール
（〒 108―0073 港区三田 2―15―45，
TEL. 03―3453―4511）

（社）溶接学会 シンポジウム「生産・加工シ
ステムと最適化」係
〒 101―0025 千代田区神田佐久間町 1―11

TEL. 03―3253―0488
FAX. 03―3253―3059
E―mail : jws―ms@t 3.rim.or.jp

第 8 回設計工学・システム部門講演会

日本機械学会

1998 年 11 月 9 日（月）～11 日（水）
早稲田大学理工学部

（社）日本機械学会設計工学システム部門
大室孝幸

〒 160―0016 東京都新宿区信濃町 35
信濃町煉瓦館 5階
TEL. 03―5360―3500
FAX. 03―5360―3508

SICE セミナー「現代制御理論入門」

計測自動制御学会

1998 年 11 月 10 日（火）・11 日（水）
東京大学工学部 11 号館講堂
（東京都文京区本郷 7―3―1）

（社）計測自動制御学会
〒 113―0033 東京都文京区本郷 1―35―28―303

TEL. 03―3814―4121
FAX. 03―3814―4699

システム制御情報学会セミナー「システム設
計におけるユーザビリティとその評価」

システム制御情報学会

1998 年 11 月 17 日（火）・18 日（水）
（大阪）住友電設（株）大阪本社会議室

（大阪市西区阿波座 2―1―4）
（東京）住友電設（株）東京本社会議室

（東京都港区芝 2―2―17）
（テレビ会議システムによる大阪・東京同時
二元中継）

システム制御情報学会
〒 606―8305 京都市左京区吉田河原町 14

近畿地方発明センタービル内
TEL. 075―751―6413
FAX. 075―751―6037
http : ／／www.iscie.or.jp
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マルチメディアコンテンツ振興協会，
日本経済新聞

1998 年 11 月 25 日（水）～27 日（金）
日本コンベンションセンター・幕張メッセ

日本経済新聞社事業局総合事業部
〒 100―8066 千代田区大手町 2―3―6

三菱総合研究所ビル 15 F
柴 高人

TEL. 03―3270―0251

IEEE／IEEJ／JSAI Conference on Intelligent
Transportation Systems ’99（ITSC ’99）

電気学会，人工知能学会

1999 年 10 月 5 日（火）～8日（金）
京王プラザホテル

東京大学生産技術研究所第 3部 池内克史
〒 106―8558 東京都港区六本木 7―22―1

TEL. 03―3402―6231 内 2324

本会後援行事
ロボットワールド 21

ビッグパレットふくしま開館記念事業
実行委員会

1998 年 10 月 16 日（金）～25 日（日）
ビッグパレットふくしま（福島県産業交流館）
福島県郡山市安積町
ロボットシンポジウム 10 月 17 日（土）
ロボットビジネスフェア 10 月 16 日（金）

～18 日（日）
ロボットフェスタ 10 月 23 日（金）

～25 日（日）

ビッグパレットふくしま開館記念事業
実行委員会事務局

TEL. 024―521―7294
FAX. 024―521―7930

平成 10 年度 第 III 期教育講座 ―カオス
工学を中心とした複雑系の科学と技術コース

神奈川科学技術アカデミー

1998 年 11 月 9 日（月）～25 日（水）
（上記期間内の 7日間）
神奈川科学技術アカデミー

教育部教育研修課
〒 213―0012 川崎市高津区坂戸 3―2―1

KSP 西棟 6 F

（財）神奈川科学技術アカデミー
教育部教育研修課

〒 213―0012 川崎市高津区坂戸 3―2―1
KSP 西棟 6 F
TEL. 044―819―2033
FAX. 044―819―2026
E―mail : kast―ed@net.ksp.or.jp
http : ／／www.ksp.or.jp／kast／

特定領域研究 人工現実感公開シンポジウム

文部省科学研究費重点領域研究
「人工現実感に関する基礎的研究」総括班

1998 年 12 月 2 日（水）・3日（木）
ライフサイエンスホール
（大阪市千里中央）

東京大学工学部計数工学科 � �
〒 113―8656 東京都文京区本郷 7―3―1

TEL. 03―3812―2111 ext.6915
FAX. 03―5689―7201

平成 10 年度 第 III 期教育講座―実務者の
ためのトライボロジーコース

神奈川科学技術アカデミー

1998 年 12 月 3 日（木）～11 日（金）
（上記期間内の 5日間）
神奈川科学技術アカデミー

教育部教育研修課
〒 213―0012 川崎市高津区坂戸 3―2―1

KSP 西棟 6 F

（財）神奈川科学技術アカデミー
教育部教育研修課

〒 213―0012 川崎市高津区坂戸 3―2―1
KSP 西棟 6 F
TEL. 044―819―2033
FAX. 044―819―2026
E―mail : kast―ed@net.ksp.or.jp
http : ／／www.ksp.or.jp／kast／
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有料広告

豊田工業大学工学部制御情報工学科
教員公募

公募人員：助教授または講師 1名（制御情報工学科）
専門分野：専門分野としてはシステム制御理論およびこれに関連する分

野．教育面では大学院および学部においてシステム制御理論，

計測工学および数学や力学などの工学基礎科目を担当でき，大

学院博士課程における研究指導ができること．

応募資格：（１） 博士の学位を有する方

（２） 年齢は 35 歳前後までの方

（３） 教育・研究に十分な能力と意欲を持った方

提出書類：（１） 履歴書（写真貼付）

（２） 研究業績一覧表

（３） 主要論文の別刷（コピーでも可）

（４） 現在までの研究概要および今後の研究への抱負（1,000

字程度）

応募締切：平成 10 年 9 月 30 日（水）必着
着任時期：平成 11 年 4 月 1 日までのできるだけ早い時期
書類送付先：〒 468―8511 名古屋市天白区久方 2―12―1

学校法人トヨタ学園 豊田工業大学

企画部人事・安全G グループリーダ 石垣喜之

TEL : 052―809―1712（ダイヤルイン）

FAX : 052―809―1721

問合せ先：選考委員長 教授 梅谷陽二

E―mail : umetani@toyota―ti.ac.jp

神奈川工科大学工学部機械工学科
教員公募

職名・人員：講師または助教授，1名
専攻分野：機械力学，振動工学，制御工学（メカトロニクスを含む）
担当予定科目：応用力学，機械力学，制御工学，機構学，機械設計法など
応募資格：（１） 博士の学位を有し（着任時点で取得見込みの方を含む），

教育・研究に意欲のある方
（２） 年齢 35 歳位まで

着任時期：平成 11 年 4 月 1 日
提出書類：（１） 履歴書（写真添付）

（２） 教育歴（教育機関，教育対象者，教育科目等が判断でき
るもの）

（３） 教育・研究に対する抱負（1,600 字以内）
（４） 研究業績（研究論文，Proceedings，総説・解説，著書，

特許等に分類，論文については，査読付のものとその他
に分類），所属学会，学会および社会における活動等を
記載したもの

（５） 主要論文（10 編以内）の別刷またはコピー，および概
要（200 字以内）各 1部

（６） 推薦者
（７） 連絡先（電子メールを利用できる方はアドレスも記入す

ること）
そ の 他：（１） 選考段階で追加の提出書類を求めることがあります．

（２） ある程度選考が進んだ段階で，面接をさせていただきます．
応募締切日：平成 10 年 10 月 17 日（土）必着
書類送付先：〒 243―0292 神奈川県厚木市下荻野 1030

神奈川工科大学庶務部長気付 機械工学科教員選考委員会委員
長宛とし，郵便書留にて送付のこと

問合せ先：機械工学科教員選考委員会 委員長 三澤章博
TEL : 0462―91―3106 FAX : 0462―42―8735
E―mail : misawa@me.kanagawa―it.ac.jp財団法人中山隼雄科学技術文化財団

平成 10年度研究助成事業のお知らせ
I．研究助成事業の概要
1．助成対象研究分野：「人間と遊び」という視点に立った，（１）科学
技術に関する研究開発（２）科学技術に関する学会，研究会（３）科
学技術に関する国際交流等とします．
2．応募の資格：国内の大学，研究所等の非営利の研究機関に所属する
研究者又は研究者のグループ

II．本年度の助成事業
1．助成対象
（１） 研究開発の助成
�特定課題
イ．インターネットによる遊びの研究
ロ．中高年の憩い，癒しと「遊び」に関する研究
ハ．新しい遊びの創作，改良に関する研究

�一般課題
イ．一般：上記の特定課題以外のカテゴリーに属する「人間と遊

び」に係わる研究全般
ロ．技術・技能：一般課題のうち技術的・技能的な面の強い研究

（２） 学会，研究会および国際交流への助成
2．助成額 総額 53,000 千円
（１） 研究開発

特定課題 （1課題 3,000 千円～5,000 千円）
総額 50,000 千円以内

一般課題 （1課題 2,000 千円～3,000 千円）
（２） 学会・研究会・国際交流 総額 3,000 千円
3．応募方法
募集締切：平成 10 年 10 月 15 日（木）
提出書類：助成申込書 4部

4．助成の決定
方 法：財団の規約に基づく選考委員会において，公正に選考い

たします．
通 知：平成 11 年 1 月上旬
送 金：平成 11 年 2 月中旬以降（予定）

5．連絡先
〒 108―0072 東京都港区白金 2―7―41 白金ハウス 503
（財）中山隼雄科学技術文化財団 担当 米本・横尾
TEL : 03―5420―7179 FAX : 03―5420―7178
ホームページ http : ／／www. sega. co. jp／zaidan／

理 事 会 報 告

第 154回 理事会報告
日 時：1998 年 6 月 10 日（木）15 : 00～17 : 00

場 所：弓町クラブ 会議室

出席理事：三浦（会長），木下（副会長），下条，吉灘（記），中野，實森，

山本（東代理），西郷，三木，末廣，中村，浅田，武野，和田，

藪田，築山，市川

委任状提出：小松，増田

出席監事：長田

その他出席者：伊藤（事務局）

〈議 事〉：

1． 入退会の承認

前回理事会以降の入会 54 名，退会 14 名，賛助会員の入会 0団体，退

会 1団体，口数減少 3口．この結果，会員総数は，3,503 名，賛助会

員 86 団体（138 口）となった．

2． 事業関連事項

出版事業関連報告および第 16 回日本ロボット学会学術講演会進捗状

況の報告があった．

3． 学会誌関連事項

第 16 巻 4 号の印刷品質について原因と解決策が報告された．

4． 欧文誌関連事項

欧文誌の出版契約について進捗報告があった．

5． 財務関連事項

平成 10 年 6 月の収支状況および財務関連報告があった．

6． 庶務関連事項

次期会長候補推薦の結果報告があった．また，事務局職員の旅費内規

および職員規定の見直しが報告された．
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新 入 会 員
（1998 年 7 月入会の会員）

正 会 員
6920 松本 哲也 6921 下川 哲司 6923 一森 和之
6924 加藤 重雄 6927 安野 卓 6932 岡田 浩之
6933 M. Gene Lim 6960 室 正彦 6964 最上 修市
6965 尾上 一彦 6984 半田 実 6990 泉 隆
7000 Ranjan Mukherjee 7001 岡戸 敦史 7003 辻 善夫
7004 吉村 千秋

学 生 会 員
6914 熊谷 正俊 6915 杉山 智彦 6916 小川 靖夫
6917 西岡 忠相 6918 久保田充彦 6919 小荒 健吾
6922 古長谷 徹 6925 西脇 光一 6926 椛澤 光隆
6928 滝 裕二 6929 久枝 和昇 6930 賈 松敏
6931 村岡 耕平 6934 藤原 健 6935 土屋 学
6936 井上 雅司 6937 荒井 邦浩 6938 明石 圭人
6939 市川 敦士 6940 祖山 亮治 6941 梅津 智彦
6942 渡辺 敬弘 6943 浅間弘一郎 6944 白幡 哲
6945 原 孝一 6946 村上 清 6947 小野 祥崇
6948 榎田 修一 6949 吉田 昌弘 6950 山本 貴志
6951 吉田 智章 6952 山田 英雄 6953 荒木 秀和
6954 Li Wen 6955 薮田 哲崇 6956 河合 大輔
6957 佐々木久幸 6958 熊野 仁子 6959 高木 基樹
6961 豊福 邦彦 6962 松永 茂樹 6963 鴻巣 仁司
6966 崎山 雅弘 6967 筏 洋一郎 6968 小山 猛
6969 宮島 麻美 6970 原 寛徳 6971 田中 秀明
6972 岩田 高明 6973 鳥羽 慶 6974 市毛由希子
6975 小林 高志 6976 松浦 孝康 6977 鶴海 馨
6978 河合 利紀 6979 矢崎 誠 6980 福谷 義一
6981 川崎 剛照 6982 高氏 秀則 6983 尾郷 慶太
6985 足利 兼樹 6986 日塔 潔 6987 松山 佳彦
6988 廣田 輝直 6989 飯田 史也 6991 中坊 保則
6992 ウィラユット・スィツラワーニット 6993 西 和也 6994 星 尚洋
6995 林 彰史 6996 三浦 康美 6997 川村 裕範
6998 大芦 伸雄 6999 有澤大治郎 7002 河野 通宗

◆「ロボット工学教科書シリーズ」割引販売のお知らせ◆

本学会が監修する「ロボット工学教科書シリーズ」の第 2巻が 1997

年 12 月上旬に培風館よりシリーズ最初のものとして刊行されました．

今後，本シリーズの名のもとに，続いて第 1巻「ロボティクス―ロボ

ット工学の入門／基礎」，第 3巻「ロボットマニピュレータの制御」な
どが刊行されます．

当学会会員の方に限り，本シリーズを定価の 15%引，3,034円（送
料別）で販売いたします．ご希望の方は，事務局宛在庫の確認をした
上で，会員No.，氏名，所属，連絡先，送付先住所を明記し下記宛郵

送またはFAXにてお申し込み願います．

［ロボット工学教科書シリーズ］

2.ロボットマニピュレータの運動学
（社）日本ロボット学会監修・杉本浩一著 発行／培風館

A 5判／256頁／定価（本体 3,400円＋税）
ロボットマニピュレータに代表される多自由度空間機構は現在多く

の分野で用いられており，また将来的にもこの機構の応用分野はます

ます広がっていくものと思われる．従来の解析法は，剛体の並進運動

と回転運動をニュートンの方程式とオイラーの方程式を用いて別個に

扱う，平面運動を中心としたものであった．本書は並進運動と回転運

動を行う空間運動を一つの方程式で表すという新しい手法により，多

自由度空間機構の運動学を説明した書である．

これから機械運動学および動力学を学習としようという人が，これ

らの解析のための統一的な手法を理解するための教科書として役立つ

ものである．

〔主要目次〕 1．運動の表現 2．剛体の運動学 3．開ループ機構の

運動解析 4．閉ループ機構の運動解析 5．機構の特性

解析

申込：〒 113―0033 東京都文京区本郷 2―19―7 ブルービルディング 2階

日本ロボット学会「ロボット工学教科書シリーズ」係宛

TEL：03―3812―7594 FAX：03―3812―4628

会費納入のお願い

1998 年度（平成 10 年 1 月～12 月）会費は 1997 年 12 月末までに納入

いただくようにお願いしておりましたが，まだ納めていない方は，各

会員宛郵送（1997 年 10 月・1998 年 6 月）の振込用紙にて，下記宛にご

送金ください．

記

（社）日本ロボット学会

1998 年度会費 正 会 費 10,000 円 学生会費 4,000 円

〈送付先〉 郵便振替 口座番号 00190―8―57896

（社）日本ロボット学会

または 第一勧業銀行水道橋支店（普）1079537

（社）日本ロボット学会

また，会員の金融機関口座から本学会指定口座への自動振替サービ
スも行っております．利用ご希望の方は，事務局までご連絡ください．
○所属団体名で振込む場合は，必ず別途事務局にその旨お知らせ下さい．

○1997 年度の会費が未納の場合はあわせてご納入下さい．

○振込金受領証をもって領収証にかえさせていただきます．

○入会時に学生会員としてお申し込みいただいている方で 1997 年 3

月にご卒業になられた方は，1998 年度より正会員となりますので

正会員会費をお納め下さい．

日本ロボット学会誌第16巻第7号予定目次（10月刊）
特集「リファレンス オブ リファレンス」

特集について 比留川博久（電総研）

［解説］ 機構学と動力学 中村仁彦（東大）

ロボットの制御 大須賀公一（京大）

ビジョン 白井良明（阪大）

多指ハンド 金子 真（広大）

センサ情報処理 山田陽滋（豊田工大）

脚移動 米田 完（東工大）

移動ロボット 坪内孝司（筑波大）

テレロボティクス 横小路泰義（京大）

マニピュレーション 吉川恒夫（京大）

マイクロマシン 下山 勲（東大）

幾何アルゴリズム 比留川博久（電総研）

作業教示と計画 長谷川勉（九大）

フレキシブルロボット 内山 勝・近野 敦（東北大）

その他，放談室，応募論文等

お知らせ
本号は，第 16 回日本ロボット学会学術講演会が 9月 18 日～20 日に

開催される関係で，予定を繰り上げて発行，配布いたします．

1996年度版会員名簿発行
頒布価格：1,500 円（送料込み）

本会の会員名簿が，1996 年 12 月に発行されまし

た．ご希望の方（本会会員に限る）は，現金書留（ま

たは郵便小為替）にて代金を添え，下記事務局まで

お申し込み下さい．

〒 113―0033 東京都文京区本郷 2―19―7

ブルービルディング 2階

日本ロボット学会 名簿係あて

会 告
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第 7・8・9・10 回学術講演会予稿集 8,000 円（送料 700 円）

第 11・12 回学術講演会予稿集 10,000 円（ 〃 1,000 円）

第 13 回学術講演会予稿集 15,000 円（送料込）

第 14 回学術講演会予稿集 15,000 円（送料込）

第 15回学術講演会予稿集 15,750円
第 1・3回ロボットセンサシンポジウム予稿集 2,500 円

第 1回 ロボットシンポジウム予稿集 5,000 円

第 3・4・5 回 ロボットシンポジウム予稿集 8,000 円

第 3回 ロボティクスシンポジア予稿集 7,000円
「ロボット制御に使い易いDSPとは？」講習会テキスト

2,000 円（ 〃 ）

ロボット工学入門シリーズ講習会テキスト
―第 21 回センサ編・

第 22 回言語編・第 23 回総集編― 各 4,000 円（ 〃 ）

―第 20 回ロボットコントローラ編― 2,000 円（ 〃 ）

―第 30 回制御技術（ハードウェア）編・

第 33 回移動技術編・第 34 回システム編・

第 35 回アプリケーション編・第 36 回機械要素編

第 38 回エンドエフェクタ編・第 39 回センサ編・第 40 回制御理論編・

第 41 回制御技術（ハードウェア）編・

第 42 回制御技術（ソフトウェア）編・

第 43 回移動技術編・第 44 回システム編・

第 45 回アプリケーション編― 各 4,000 円（ 〃 ）

ロボット工学セミナー講習会テキスト
―第 47 回 こうすればロボットが作れる

第 48 回 センシング研究の最前線

第 49 回 ロボットのための基礎数学・物理学

第 50 回 先端制御理論

第 52 回 海外におけるロボット研究

第 53 回 安全・PL法とロボット

第 54 回 ロボットメカニズムの設計と実例

第 55 回 続続・こうすればロボットが作れる―

各 2,000 円（送料込）

―第 51 回 続・こうすればロボットがつくれる―

4,000 円（送料込）

ロボット学術用語集 1,000 円

ロボット学術用語集（意味つき） 2,000 円

ハザード・メインテナンスロボット研究専門委員会報告書
13,000円（送料込）

インテリジェントテレロボティクス研究専門委員会報告書
1,000円

ロボットの知能と自律性研究専門委員会報告書 2,000円（送料込）
IROS ’90 10,000円（ 〃 ）
IROS ’91・IROS ’93 15,000円（ 〃 ）
ICRA ’95 15,000円（ 〃 ）
※以上のものはいずれも消費税込，送料は特に明記されているもの以外は，

別にかかります．

日本ロボット学会誌
ビデオ特集号（第 10 巻 8 月） 10,000 円（送料込）

第 6巻 第 6号 〔特集〕 ファジィロボット

第 7巻 第 1号 〔 〃 〕 宇宙ロボット

第 2号 〔 〃 〕 ロボットのモデリングとキャリブレーション

第 3号 〔 〃 〕 ディジタルサーボ

第 6号 〔小特集〕テレロボティクス

第 8巻 第 1号 〔特集〕 ロボット工学の新たな展開をめざして

第 2号 〔小特集〕建設用ロボット

第 3号 〔特集〕 アミューズメントロボット

第 4号 〔 〃 〕 マイクロマシンとマイクロメカニズム

第 9巻 第 1号 〔 〃 〕 知能ロボット

第 2号 〔 〃 〕 ニューロおよびファジィのロボットへの応用

第 3号 〔 〃 〕 センサベーストインダストリアルロボット

第 4号 〔 〃 〕 アクチュエータと機構制御

第 5号 〔 〃 〕 極限作業ロボットプロジェクト

第 6号 〔 〃 〕 ロボットの力制御

第 7号 〔 〃 〕 ロボットセンサの新技術

第 10 巻 第 3号 〔 〃 〕 CIMとロボット

第 5号 〔 〃 〕 壁面作業ロボットの開発

第 7号 〔 〃 〕 人工現実感

第 11 巻 第 1号 〔 〃 〕 次世代ロボット実用化への道

第 2号 〔 〃 〕 組立作業計画

第 3号 〔 〃 〕 歩行ロボット

第 4号 〔 〃 〕 アドバンスト・モーションコントロール

第 5号 〔 〃 〕 高齢化社会支援ロボティクス

第 6号 〔 〃 〕 テレロボティクスの理論

第 7号 〔 〃 〕 センサベーストロボットハンド

第 8号 〔 〃 〕 ロボットの行動

第 12 巻 第 1号 〔 〃 〕 私のロボット研究・夢

第 2号 〔 〃 〕 フレキシブルマニピュレータ

第 3号 〔 〃 〕 創立 10 周年記念行事

第 4号 〔 〃 〕 マイクロマシン

第 5号 〔 〃 〕 センサフュージョン

第 6号 〔 〃 〕 ネットワーク型ロボットシステム

第 7号 〔 〃 〕 大地とロボット

第 8号 〔 〃 〕 次世代産業用ロボットを目指して

第 13 巻 第 1号 〔 〃 〕 学習とロボット

第 2号 〔 〃 〕 構造材料技術の最先端

第 4号 〔 〃 〕 エコロジーとロボット

第 6号 〔 〃 〕 売れるロボットの作り方

第 7号 〔 〃 〕 作業移動型ロボット

第 14 巻 第 3号 〔 〃 〕 ロボット研究地図

第 4号 〔 〃 〕 行動と知能

第 5号 〔 〃 〕 医療福祉とロボティクス

第 6号 〔 〃 〕 ロボットコントローラ

第 7号 〔 〃 〕 宇宙ロボット

第 8号 〔 〃 〕 マイクロ物理

第 15 巻 第 2号 〔ミニ特集〕ロボットキャリブレーション

第 3号 〔特集〕 ニューアクチュエータ

第 4号 〔 〃 〕 マルチメディアネットワーク

第 5号 〔 〃 〕 ロボティクスにおける創発と進化

第 6号 〔 〃 〕 生産システムにおける最近の動向

第 7号 〔ミニ特集〕ヒューマノイド

第 8号 〔 〃 〕 カオスとロボット

第 16 巻 第 1号 〔特集〕 次世代ロボットへの期待と提案

第 2号 〔 〃 〕 柔軟物操作

第 3号 〔 〃 〕 人間共存型ロボット

第 4号 〔 〃 〕 ロボットと教育

第 5号 〔 〃 〕 重点領域研究「知能ロボット」

会員の方で学会誌を巻毎にまとめてお申し込みの場合は会費と同額で，そ

の他の場合は実費として第 1巻～第 8巻 2号まで 1冊 1,500 円，第 8巻 3

号より 1冊 2,000 円，第 12 巻 1 号より 1冊 2,500 円（いずれも消費税，送

料別）でお求めになれます．事務局までお申し込みください．

また，第 6巻 5号以前の在庫につきましても事務局あて別途お問い合わせ

ください．

刊 行 物 の ご 案 内

ロボット関連技術者必携�
日本ロボット学会 10 周年記念刊行

「ロボット学術用語集（意味つき）」
内容：ロボット学の基本用語 約 800 語収録

読み，対応英語の他 それぞれの用語の意味を記述

読み易い A 4判 39 頁

発売中 定価 ￥2,000 送料別 申込みは事務局まで

会 告
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有料広告

豊田工業大学工学部制御情報工学科
教員公募

公募人員：助教授または講師 1名（制御情報工学科）
専門分野：専門分野としてはシステム制御理論およびこれに関連する分

野．教育面では大学院および学部においてシステム制御理論，

計測工学および数学や力学などの工学基礎科目を担当でき，大

学院博士課程における研究指導ができること．

応募資格：（１） 博士の学位を有する方

（２） 年齢は 35 歳前後までの方

（３） 教育・研究に十分な能力と意欲を持った方

提出書類：（１） 履歴書（写真貼付）

（２） 研究業績一覧表

（３） 主要論文の別刷（コピーでも可）

（４） 現在までの研究概要および今後の研究への抱負（1,000

字程度）

応募締切：平成 10 年 9 月 30 日（水）必着
着任時期：平成 11 年 4 月 1 日までのできるだけ早い時期
書類送付先：〒 468―8511 名古屋市天白区久方 2―12―1

学校法人トヨタ学園 豊田工業大学

企画部人事・安全G グループリーダ 石垣喜之

TEL : 052―809―1712（ダイヤルイン）

FAX : 052―809―1721

問合せ先：選考委員長 教授 梅谷陽二

E―mail : umetani@toyota―ti.ac.jp

神奈川工科大学工学部機械工学科
教員公募

職名・人員：講師または助教授，1名
専攻分野：機械力学，振動工学，制御工学（メカトロニクスを含む）
担当予定科目：応用力学，機械力学，制御工学，機構学，機械設計法など
応募資格：（１） 博士の学位を有し（着任時点で取得見込みの方を含む），

教育・研究に意欲のある方
（２） 年齢 35 歳位まで

着任時期：平成 11 年 4 月 1 日
提出書類：（１） 履歴書（写真添付）

（２） 教育歴（教育機関，教育対象者，教育科目等が判断でき
るもの）

（３） 教育・研究に対する抱負（1,600 字以内）
（４） 研究業績（研究論文，Proceedings，総説・解説，著書，

特許等に分類，論文については，査読付のものとその他
に分類），所属学会，学会および社会における活動等を
記載したもの

（５） 主要論文（10 編以内）の別刷またはコピー，および概
要（200 字以内）各 1部

（６） 推薦者
（７） 連絡先（電子メールを利用できる方はアドレスも記入す

ること）
そ の 他：（１） 選考段階で追加の提出書類を求めることがあります．

（２） ある程度選考が進んだ段階で，面接をさせていただきます．
応募締切日：平成 10 年 10 月 17 日（土）必着
書類送付先：〒 243―0292 神奈川県厚木市下荻野 1030

神奈川工科大学庶務部長気付 機械工学科教員選考委員会委員
長宛とし，郵便書留にて送付のこと

問合せ先：機械工学科教員選考委員会 委員長 三澤章博
TEL : 0462―91―3106 FAX : 0462―42―8735
E―mail : misawa@me.kanagawa―it.ac.jp財団法人中山隼雄科学技術文化財団

平成 10年度研究助成事業のお知らせ
I．研究助成事業の概要
1．助成対象研究分野：「人間と遊び」という視点に立った，（１）科学
技術に関する研究開発（２）科学技術に関する学会，研究会（３）科
学技術に関する国際交流等とします．
2．応募の資格：国内の大学，研究所等の非営利の研究機関に所属する
研究者又は研究者のグループ

II．本年度の助成事業
1．助成対象
（１） 研究開発の助成
�特定課題
イ．インターネットによる遊びの研究
ロ．中高年の憩い，癒しと「遊び」に関する研究
ハ．新しい遊びの創作，改良に関する研究

�一般課題
イ．一般：上記の特定課題以外のカテゴリーに属する「人間と遊

び」に係わる研究全般
ロ．技術・技能：一般課題のうち技術的・技能的な面の強い研究

（２） 学会，研究会および国際交流への助成
2．助成額 総額 53,000 千円
（１） 研究開発

特定課題 （1課題 3,000 千円～5,000 千円）
総額 50,000 千円以内

一般課題 （1課題 2,000 千円～3,000 千円）
（２） 学会・研究会・国際交流 総額 3,000 千円
3．応募方法
募集締切：平成 10 年 10 月 15 日（木）
提出書類：助成申込書 4部

4．助成の決定
方 法：財団の規約に基づく選考委員会において，公正に選考い

たします．
通 知：平成 11 年 1 月上旬
送 金：平成 11 年 2 月中旬以降（予定）

5．連絡先
〒 108―0072 東京都港区白金 2―7―41 白金ハウス 503
（財）中山隼雄科学技術文化財団 担当 米本・横尾
TEL : 03―5420―7179 FAX : 03―5420―7178
ホームページ http : ／／www. sega. co. jp／zaidan／

理 事 会 報 告

第 154回 理事会報告
日 時：1998 年 6 月 10 日（木）15 : 00～17 : 00

場 所：弓町クラブ 会議室

出席理事：三浦（会長），木下（副会長），下条，吉灘（記），中野，實森，

山本（東代理），西郷，三木，末廣，中村，浅田，武野，和田，

藪田，築山，市川

委任状提出：小松，増田

出席監事：長田

その他出席者：伊藤（事務局）

〈議 事〉：

1． 入退会の承認

前回理事会以降の入会 54 名，退会 14 名，賛助会員の入会 0団体，退

会 1団体，口数減少 3口．この結果，会員総数は，3,503 名，賛助会

員 86 団体（138 口）となった．

2． 事業関連事項

出版事業関連報告および第 16 回日本ロボット学会学術講演会進捗状

況の報告があった．

3． 学会誌関連事項

第 16 巻 4 号の印刷品質について原因と解決策が報告された．

4． 欧文誌関連事項

欧文誌の出版契約について進捗報告があった．

5． 財務関連事項

平成 10 年 6 月の収支状況および財務関連報告があった．

6． 庶務関連事項

次期会長候補推薦の結果報告があった．また，事務局職員の旅費内規

および職員規定の見直しが報告された．

会 告
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